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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 
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ふるさと彩生⑩特集特集
地域交流・高齢者福祉の拠点に再生地域交流・高齢者福祉の拠点に再生地域交流・高齢者福祉の拠点に再生

施　設　概　要 
施設名／阿武町地域交流・高齢者福祉複合施設「ひだまりの里」 
運　営／社会福祉法人「阿武福祉会」 
機　能／高齢者グループホーム（定員９人）          
　　　　生活支援ハウス（定員４人） 
　　　　小規模デイサービスセンター（定員１０人） 
　　　　地域交流スペース（キッチンやテーブルが備え付けてあ
　　　　りお茶を飲みながらゆっくりと過ごせるスペース） 
構　造／鉄筋コンクリート＋木造２階建　総面積　１６６５．３㎡ 
　　　　グループホーム６０５．７㎡　　デイサービス１３４．５㎡ 
　　　　生活支援ハウス１６０．６㎡　　介護予防スペース２８８．１㎡ 
　　　　地域交流スペース４７６．４㎡ 

『ひだまりの里』がオープン!!『ひだまりの里』がオープン!!『ひだまりの里』がオープン!!
高
齢
者
福
祉
と
地
域
の
交
流
施
設
と
し
て
活
用
 

　
平
成
２１
年
３
月
に
閉
校
と
な
っ
た
旧
宇
田
小
学

校
舎
を
改
修
し
て
、
地
域
交
流
の
拠
点
や
高
齢
者

福
祉
複
合
施
設
と
し
て
活
用
す
る
、
阿
武
町
地
域

交
流
・
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」

の
開
所
式
・
内
覧
会
が
４
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
ひ
だ
ま
り
の
里
は
、
国
の
経
済
危
機
対
策
に
よ

る
介
護
基
盤
緊
急
整
備
補
助
金
等
を
活
用
し
、
お

よ
そ
１
億
４
０
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
し
た
も

の
で
、
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
社
会
福

祉
法
人
「
阿
武
福
祉
会
」
に
委
託
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
生
活
を
支
援

す
る
「
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
」
や
、
食
事
や
入
浴
な

ど
の
日
帰
り
介
護
を
す
る
「
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同
で
生

活
出
来
る
「
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
機

能
を
有
し
、
併
せ
て
地
域
の
方
と
も
交
流
で
き
る

福
祉
施
設
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

 

旧宇田小学校舎を改修した阿武町地域交流・高齢者福祉複合施設

建物平面図 

梅田キクヨさん 
（宇田浦・８８歳） 

　見学してみて、
立派な施設にびっ
くりしました。広
くてみんなの顔が
見渡せますねー。 

　仲間が集まって料理や食事が出来き
て、友達とゆっくりと話が出来るそん
な施設になってほしいですね。 

生活支援ハウス 

エレベーターも完備 

グループホーム 地域から多くの方が参列 

開所式でのテープカット 
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道の駅「阿武町」を運営する会社道の駅「阿武町」を運営する会社道の駅「阿武町」を運営する会社

「㈱あぶクリエイション」設立!!「㈱あぶクリエイション」設立!!「㈱あぶクリエイション」設立!!

障がいのある方の作業活動、社会参加促進施設障がいのある方の作業活動、社会参加促進施設障がいのある方の作業活動、社会参加促進施設

阿武町地域活動支援センターがオープン阿武町地域活動支援センターがオープン阿武町地域活動支援センターがオープン

施　設　概　要 
施設名／阿武町地域活動支援センター 
運　営／社会福祉法人「阿武町社会福祉協議会」 
構　造／木造平屋建 
面　積／１４５．６２㎡ 
施　設／作業室（しゃくなげ）　45㎡ 
　　　　ボランティアセンター　28㎡ 
　　　　休憩室　22㎡ 
省エネ設備／太陽光発電装置、複層ガラス、
　　　　　　空調設備、省エネ蛍光灯 

道の駅「阿武町」道の駅「阿武町」 道の駅「阿武町」 

７
月
か
ら
「
道
の
駅
阿
武
町
」

が
新
体
制
の
も
と
ス
タ
ー
ト
!!
 

　
道
の
駅
阿
武
町
を
運
営
す
る

株
式
会
社
設
立
に
伴
う
発
起
人

お
よ
び
関
係
者
会
議
が
、
４
月

２６
日
に
役
場
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
会
議
に
は
阿
武
町
長
、
あ
ぶ

ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
、
山

口
県
漁
業
協
同
組
合
、
阿
武
萩

森
林
組
合
、
萩
阿
武
商
工
会
関

係
者
が
出
席
し
、
新
会
社
の
定

款
な
ど
を
審
議
。
そ
の
結
果
、

新
会
社
の
社
名
は
「
㈱
あ
ぶ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
に
決
定
し
、

代
表
取
締
役
社
長
に
は
中
村
秀

明
阿
武
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。（
会
社
設
立
は
５
月
６
日
） 

　
７
月
か
ら
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
「
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
」
が
道
の
駅
「
阿
武

町
」
を
運
営
す
る
予
定
で
す
。

（
食
堂
「
憩
」
に
つ
い
て
は
、
１０

月
か
ら
新
会
社
が
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
。） 

　
な
お
、
新
会
社
は
町
の
活
性

化
を
目
的
に
「
地
域
の
農
林

水
産
物
や
土
産
品
の
販
売
」
、

「
特
産
品
の
開
発
・
加
工
」
、

「
日
本
海
温
泉
テ
ル
メ
阿
胡
、

温
水
プ
ー
ル
の
運
営
管
理
」
、

「
観
光
案
内
」
な
ど
道
の
駅
全

体
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
阿
武
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
横
に
新
し
く

建
設
さ
れ
４
月
２２
日
に
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
通
所
し
、
軽
作

業
や
手
芸
な
ど
の
生
産
活
動
を
行
う
作

業
室
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
利
用

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
町
の
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
し
ま
す
。
 

　
事
業
費
は
、
３
４
０
２
万
円
で
国
の

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

の
ほ
か
、
山
口
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
補
助
金
を
活
用
し
、

太
陽
光
発
電
装
置
や
複
層
ガ
ラ
ス
、
省

エ
ネ
型
蛍
光
灯
や
空
調
設
備
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

初代社長には中村秀明町長初代社長には中村秀明町長

関係者会議 

ボランティアセンター 作業室 

開所式 
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元気！阿武町！５００１プラン

　
町
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
各

会
場
で
の
意
見
や
質
問
、
ま
た
担

当
者
か
ら
の
回
答
の
一
部
を
、
地

区
毎
に
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

   

Ｑ
　
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、

合
併
は
良
い
事
、

悪
い
事
？
　
単

独
町
政
の
１０
年

先
に
は
地
方
交
付
税
が
な
く
な
る

の
で
は
？
 

Ａ
　
私
の
就
任
当
初
に
は
、
三
位

一
体
改
革
（
補
助
金
カ
ッ
ト
、
税

源
移
譲
、
交
付
税
減
額
）に
よ
り
、

財
政
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。
阿
武
町
は
企
業
も
少
な

く
、
税
収
の
増
額
は
見
込
め
な
い
。

国
に
と
っ
て
も

多
く
の
財
源
を

必
要
と
す
る
政

策
が
続
き
、
今

後
の
見
通
し
も

立
た
な
い
中
で
、
交
付
税
等
の

増
額
も
見
込
め
な
い
。
や
は
り

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。（
町
長
） 

Ｑ
　
地
域
主
権
基
本
法
に
つ
い
て

の
権
限
移
譲
や
自
治
会
制
度
住
民

参
加
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
必
要
な
の
で
は
？ 

Ａ
　
地
域
主
権
に
つ
い
て
は
、
権

限
と
財
源
が
ど
こ
ま
で
移
譲
さ
れ

る
の
か
、
現
段
階
で
は
不
明
。
住

民
参
加
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
活

動
を
中
心
に
促
進
を
図
り
、
今
後

は
連
携
し
た
組
織
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。（
町

長
） 

Ｑ
　
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」
に
つ
い

て
、
ど
の
様
に
改
修
さ
れ
る
の
か

順
次
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
施
設

管
理
・
運
営
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
・
活
用
を
考
え
て
み
て
ほ

し
い
。
 

Ａ
　
ひ
だ
ま
り
の
里
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
代
表
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
計
画
し
て
、
福
祉

・
交
流
施
設
と
な
っ
た
。
４
月
１８

日
の
開
所
式
に
は
地
域
か
ら
約
２

０
０
人
の
方
に
ご
来
所
い
た
だ
い

た
。
今
後
と
も
地
域
の
施
設
と
し

て
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
管
理
・
運
営
を
委
託
す

る
阿
武
福
祉
会
と
協
議
・
調
整

し
、
対
応
し
た
い
。（
町
長
） 

Ｑ
　
医
療
費
の

補
助
等
で
大
変

助
か
っ
て
い
る

が
、
若
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
若
者
の
就
職
場
所
な

ど
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
も
っ

と
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
奈
古
高

校
の
卒
業
生
が
地
元
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。 

Ａ
　
昔
は
第
一
次
産
業
が
大
き
な

雇
用
の
場
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

そ
う
い
う
状
況
で
は
な
く
、
働
く

場
所
も
近
隣
に
少
な
い
た
め
、
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。 

　
特
に
、
道
の
駅
下
の
沢
松
の
漁

港
単
独
用
地
を
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
た
い
。 

　
現
在
、
奈
古
高
校
を
含
め
近
隣

の
卒
業
生
が
地
元
に
残
る
の
は
１０

％
程
度
。
学
校
給
食
で
も
地
元
産

の
食
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
お

り
、
今
後
奈
古
高
校
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
も
検
討
し
た
い
。（
町
長
） 

 

Ｑ
　
自
治
会
に

よ
っ
て
は
、１０
世

帯
未
満
か
ら
１

０
０
世
帯
以
上

の
差
が
あ
り
、
 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

AA

A

A

Ｑ 

Ｑ 

　
町
の
皆
さ
ん
に
平
成
２２
年
度
の
予
算

や
事
業
概
要
な
ど
を
説
明
し
、
意
見
交

換
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が

４
月
下
旬
に
３
地
区
で
開
催
さ
れ
１
８

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、

中
村
町
長
が
「
健
全
財
政
を
維
持
し
つ

つ
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
運
営
に
努

め
重
点
的
か
つ
効
率
的
で
、
計
画
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
財
政
状
況
や
主
要
施
策
の
説
明
に
続
い
て
会
場

か
ら
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

※
開
催
日
　
①
宇
田
郷
地
区
４
／
２０
　
②
福
賀
地
区
４
／
２１
　 

　
③
奈
古
地
区
４
／
２２
（
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
）
 

行政改革に努めながら 
将来につながる 
投資的経費を確保していく 

各地区で町づくり
懇談会開催

行政改革に努めながら 
将来につながる 
投資的経費を確保していく 

各地区で町づくり
懇談会開催

宇田郷地区２０日 
ふれあいセンター 
７２人参加 

宇田郷地区２０日 
ふれあいセンター 
７２人参加 

福賀地区２１日 
のうそんセンター 
４５人参加 

福賀地区２１日 
のうそんセンター 
４５人参加 

「小さくても、個性が光る自立したまちづくり」をめざし「小さくても、個性が光る自立したまちづくり」をめざして 「小さくても、個性が光る自立したまちづくり」をめざして 
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新
し
い
格
差
が
で
き
る
の
で
は
？

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
駐
在
員
は
、
町

政
の
補
助
員
的
役
割
で
あ
っ
た

が
、
自
治
会
は
任
意
団
体
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
に
よ
り

差
が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。 

　
宇
田
郷
地
区
に
お
い
て
は
、
独

居
老
人
対
策
な
ど
を
含
め
、
す
べ

て
の
集
落
で
統
合
が
さ
れ
て
い
る
。 

　
今
後
は
、
自
治
会
同
士
の
連
携

を
図
る
た
め
の
自
治
会
連
合
会
の

よ
う
な
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
自
立
し
た
地
域
づ

く
り
を
お
願
い
し
た
い
。（
町
長
） 

Ｑ
　
子
ど
も
が

来
年
か
ら
高
校

生
と
な
り
、
バ

ス
代
は
高
く
、

通
学
の
時
間
も

か
か
る
。
経
済
的
に
も
、
子
ど
も

に
と
っ
て
も
負
担
が
大
き
い
。
通

学
に
対
す
る
対
策
、
ま
た
は
経
費

的
な
負
担
に
対
す
る
補
助
は
で
き

な
い
か
？ 

Ａ
　
今
年
度
か

ら
国
の
政
策
に

よ
り
、
子
ど
も

手
当
、
高
校
無

償
化
が
実
施
さ

れ
、
実
質
的
な
経
費
の
削
減
に
は

な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
交
通
費

に
対
す
る
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
は
、
交
通
体
系
の
整
備
を
図

る
中
で
、
通
学
も
可
能
に
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。（
町
長
） 

Ｑ
　
県
道
益
田

阿
武
線
の
改
良

の
見
通
し
は
？ 

Ａ
　
益
田
阿
武

線
に
つ
い
て
は
、

残
り
の
２
１
０

０
メ
ー
ト
ル
を

平
成
１６
年
か
ら

工
事
し
て
お
り
、

現
在
河
内
か
ら

１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
第
１
期
工

事
の
内
、
２２
年
度
分
の
２
８
０
メ

ー
ト
ル
は
発
注
済
み
で
、
第
１
期

工
事
に
つ
い
て
は
残
り
２
２
０
メ

ー
ト
ル
と
な
り
、
あ
と
３
年
程
度

か
か
る
見
込
み
。（
施
設
課
長
） 

Ｑ
　
福
賀
地
域

に
つ
い
て
、
今

後
と
も
保
育
園

・
小
・
中
学
校
、

診
療
所
は
地
域

に
必
要
と
思
っ
て
い
る
が
、町
内

に
は
奈
古
高
校
も
あ
り
、福
賀
〜

奈
古
間
の
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
？ 

Ａ
　
以
前
の
教
育
委
員
長
の
答
申

に
よ
り
福
賀
中
統
合
の
方
向
性
は

出
さ
れ
て
い
る
。
中
学
生
の
教
育

に
と
っ
て
少
人
数
は
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
思
い
は
あ
る
。
以
前

の
福
賀
〜
奈
古
間
の
路
線
バ
ス
廃

止
に
つ
い
て
の
経
緯
や
、
以
前
に

通
学
に
利
用
で
き
て
い
た
か
ど
う

か
は
不
明
だ
が
、
乗
車
人
数
は
少

な
か
っ
た
と
思
う
。
今
後
は
、
奈

古
駅
と
の
連
結
を
踏
ま
え
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
。（
町

長
） 

Ａ
　
現
在
、
福

賀
中
の
生
徒
は

１５
人
で
、
そ
の

内
１
年
生
は
１

人
。
中
学
校
に

複
式
の
授
業
は
な
く
、
中
学
校
教

育
の
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
人

数
が
必
要
。
教
育
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
は
統
合
も
必
要
で
あ

り
、
今
後
、
教
員
不
足
に
よ
り
十

分
な
教
育
が
出
来
な
く
な
る
。
将

来
的
に
き
ち
ん
と
説
明
し
た
い
。

（
教
育
長
） 

Ｑ
　
道
の
駅
の
活
性
化
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
た
内
容
、

結
果
、
再
生
に
つ
い
て
説
明
し
て

ほ
し
い
。
指
定

管
理
者
制
度
に

つ
い
て
は
自
治

法
に
あ
り
、
２２

年
度
に
予
算
化

さ
れ
、
議
決
要
件
で
も
あ
る
が
、

支
配
人
と
は
別
に
指
定
管
理
者
を

設
定
す
る
の
か
？
所
要
の
手
続
き

は
踏
ん
で
あ
る
の
か
？ 

Ａ
　
道
の
駅
の
再
生
計
画
に
つ
い

て
は
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
き
た
。
指
定
管
理
者
＝
企

業
体（
組
織
）と
し
て
、
条
例
の
制

定
も
既
に
終
わ
り
、
個
々
の
施
設

の
管
理
者
に
つ
い
て
６
月
議
会
へ

の
上
程
を
予
定
し
て
い
る
。
既
に

「
ひ
だ
ま
り
の
里
」等
は
阿
武
福
祉

会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
い
る
。

予
算
化
し
て
い
る
委
託
料
の
大

部
分
は
、
厚
生
施
設
で
あ
る
プ
ー

ル
と
温
泉
の
維
持
費
に
充
て
る
も

の
で
あ
る
。（
町
長
） Ｑ

　
阿
武
町
に

温
水
プ
ー
ル
が

あ
る
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、

冬
場
に
な
る
と
休
み
に
な
り
残
念

に
思
う
。
プ
ー
ル
を
目
玉
と
し
て

も
っ
と
宣
伝
し
、
広
く
広
報
で
き

な
い
か
？
 

　
例
え
ば
冬
場
で
も
阿
武
町
の
学

校
は
水
泳
が
で
き
る
と
か
、
健

康
面
で
の
前
向
き
な
Ｐ
Ｒ
を
す
る

な
ど
し
て
、
プ
ー
ル
の
有
効
性
を

も
っ
と
認
識
し
て
利
用
者
を
も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
ほ
か

冬
季
の
水
泳
大
会
の
開
催
等
に
つ

い
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
情
報
を
流
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
の
も
手
だ
と
思
う
。
 

Ａ
　
温
水
プ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る

市
町
は
県
内
で
も
少
な
い
。
旧
菊

川
町
は
廃
止
し
、
ど
こ
も
経
営
面

で
の
赤
字
は
大
き
い
。
町
と
し
て

も
福
祉
厚
生
施
設
と
し
て
の
認
識

は
も
っ
て
い
る
。
冬
季
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。（
町
長
）

Ａ
　
学
校
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
水
泳
は
年
間
１０
時
間
程

度
。
学
校
か
ら
プ
ー
ル
ま
で
の
移

動
の
手
段
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問

題
が
あ
る
。（
教
育
長
） 

Ｑ
　
ど
ろ
ん
こ

広
場
に
消
防
器

庫
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
車

の
入
る
方
向
、

桜
の
木
、花
壇
は
ど
う
な
る
の
か
？ 

Ａ
　
消
防
の
再

編
は
出
動
体
制

を
確
実
に
図
る

た
め
に
統
合
し

た
。
地
域
で
の

適
地
は
ど
ろ
ん
こ
広
場
と
考
え
て

お
り
、
桜
の
木
を
伐
採
す
る
計
画

は
な
い
。
関
係
す
る
自
治
会
長
の

了
解
は
す
べ
て
得
て
い
る
。（
総

務
課
長
） 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

A

A

A

A

A

A

A

AA

奈古地区２２日 
町民センター 
６６人参加 
 

奈古地区２２日 
町民センター 
６６人参加 
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元気！阿武町！５００１プラン

平成２１年度　10月～3月（3月末現在） 

下半期の財政事情を公表 

平成21年度　一般会計予算 

▼
地
方
交
付
税
―
地
方
公
共
団
体
間
の
不
均
衡
を
是
正

し
、
必
要
な
財
源
を
保
障
す
る
た
め
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
 

▼
国
庫
支
出
金
―
国
か
ら
使
い
道
を
指
定
し
交
付
さ
れ

る
お
金
 

▼
県
支
出
金
―
県
や
国
か
ら
使
い
道
を
指
定
し
交
付
さ

れ
る
お
金
 

▼
町
債
―
町
が
事
業
を
行
う
た
め
国
な
ど
か
ら
借
り
る

お
金
 

▼
町
税
―
町
民
税
や
固
定
資
産
、
軽
自
動
車
、
町
た
ば

こ
税
 

▼
繰
越
金
―
前
年
度
の
会
計
決
算
で
、
繰
り
越
し
と
な

っ
た
お
金
 

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
―
各
公
共
施
設
の
使
用
料
や
証

明
手
数
料
 

▼
地
方
譲
与
税
―
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
租
税
を
、
地

方
公
共
団
体
に
財
源
と
し
て
譲
与
さ
れ
る
お
金
 

▼
教
育
費
―
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
の
事
務
経
費
、

学
校
建
設
や
各
施
設
の
管
理
、
教
育
振
興
な
ど
の
経

費
 

▼
民
生
費
―
社
会
福
祉
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保

育
所
運
営
な
ど
の
経
費
 

▼
総
務
費
―
職
員
の
給
与
、
庁
舎
な
ど
の
維
持
管
理
、

自
治
会
、
基
金
積
立
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、
町
営
バ
ス
、

各
種
奨
励
・
助
成
、
広
報
、
交
通
安
全
対
策
、
税
の

賦
課
徴
収
、
戸
籍
、
選
挙
な
ど
の
経
費
 

▼
農
林
水
産
業
費
―
た
め
池
整
備
、
漁
港
建
設
を
は
じ

め
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
振
興
の
経
費
 

▼
土
木
費
―
道
路
の
新
設
改
良
、
道
路
、
河
川
、
公
営

住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費
 

▼
公
債
費
―
町
債
の
元
金
と
利
息
の
支
払
い
経
費
 

▼
消
防
費
―
萩
市
消
防
本
部
へ
の
消
防
救
急
事
務
委
託

料
や
消
防
団
員
報
酬
な
ど
の
経
費
 

▼
衛
生
費
―
保
健
予
防
関
連
、
斎
場
事
務
、
ゴ
ミ
の
収

集
処
理
委
託
料
、
診
療
所
な
ど
の
経
費
 

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
の
補
助
金
を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
い
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
財
政
事
情
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
春
と
秋
の
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
平
成
２１
年
度
の

下
半
期
（
１０
月
〜
３
月
）
の
収
支
、
財
産
、
町
債
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 
 

　
平
成
２１
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
２９
億
６
０
０
万
円
で
し
た
が
、
６
回
の
補
正
を
行
い
、

合
わ
せ
て
平
成
２０
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
を
含
め
る
と
予
算
規
模
は
４４
億
６
６
２
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
 

支出済額 

予 算 額  

予 算 額 
支出済額 
支 出 率 

44億6,626万円 
23億4,301万円 
   52.46% 

 

収入済額 

予 算 額  

予 算 額 
収入済額 
収 入 率 

44億6,626万円 
33億4,811万円 
74.96%

予 算 額　11億9,300万円 

7億1,574万円 

5億1,775万円 

5億1,112万円 

4億8,718万円 

4億5,370万円 

1億6,692万円 

1億2,577万円 

2億9,508万円 

 

支出済額　2億792万円 

3億8,060万円 

4億2,820万円 

2億5,369万円 

2億6,251万円 

4億5,361万円 

9,622万円 

9,218万円 

1億6,807万円 

歳　入 歳　出 

教 育 費  

民 生 費  

衛 生 費  

公 債 費  

消 防 費  

そ の 他  

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

町　　債 

町　　税 

繰 越 金 

地方譲与税 

使用料及 
び手数料 

そ の 他  

用語説明 

土 木 費  

総 務 費  

農 林 水  
産 業 費  

予 算 額　15億6,438万円 

14億3,504万円 

3億3,869万円 

3億4,540万円 

3億14万円 

2億2,819万円 

6,526万円 

3,700万円 

1億5,216万円 

 

収入済額　16億8,433万円 

5億5,082万円 

1億6,698万円 

2,550万円 

3億557万円 

3億6,627万円 

5,846万円 

3,919万円 

1億5,099万円 
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平成21年度　特別会計予算 

■基金積立金現在高 ■町債借入現在高　 一般会計 

特別会計 

農林水 
産業費 
13万円 

教育費 
30万3,000円 

衛生費 
3万2,000円 

公債費 
11万5,000円 

総務費 
13万2,000円 

消防費 
4万2,000円 

民生費 
18万2,000円 

 

土木費  
12万4,000円 

その他 
7万5,000円 

支出済額 

予 算 額  

14億8,030万円 
12億4,490万円 
84.10%

 

予 算 額　5億7,894万円 

5億1,008万円 

1億8,375万円 

7,040万円 

6,975万円 

3,942万円 

2,420万円 

376万円 

 

支出済額　5億1,049万円 

4億2,202万円 

1億2,262万円 

6,576万円 

6,231万円 

3,644万円 

2,285万円 

241万円 

歳　出 

収入済額 

予 算 額  

14億8,030万円 
9億8,175万円 
66.32%

国民健康 
保険事業 
（直診勘定） 

後期高齢者 
医療事業 

簡易水道 
事業 

漁業集落 
排水事業 

予 算 額　5億7,894万円 

5億1,008万円 

1億8,375万円 

7,040万円 

6,975万円 

3,942万円 

2,420万円 

376万円 

収入済額　3億8,625万円 

3億9,635万円 

3,611万円 

4,421万円 

6,401万円 

3,407万円 

1,698万円 

376万円 

歳　入 

予 算 額 
支出済額 
支 出 率 

予 算 額 
収入済額 
収 入 率 

ま 
ち 
の 
家 
計 
簿 

農業集落排水事業 
財政調整基金　2,188万円 
 

ふるさと水と土保全基金　 
1,062万円 

国民健康保険事業 
財政調整基金　2億1,607万円 

合計 
19億9,358万円 

漁業集落排水事業債　 
9,249万円 

簡易水道事業債 834万円 
財源対策債 1,868万円 
災害復旧事業債 2,482万円 
公有林整備事業債 4,537万円 
一般単独事業債 8,924万円 
義務教育施設整備事業債 1億4,176万円 
公営住宅建設事業債 1億9,651万円 
一般公共事業債 5億3,890万円 

公共施設 
　　整備基金 
　 　10億651万円 

一般財政調整基金 
3億409万円 

漁業集落排水事業 
財政調整基金　787万円 
介護従事者処遇改善 
臨時特例基金　362万円 
高額療養費貸付基金　 
　　　　　　296万円 
簡易水道事業財政 
　調整基金　233万円 
減債基金　82万円 

土地開発基金 
1億8,616万円 
 

地域福祉基金　 
1億5,082万円 

阿武町ふるさと振興基金 
4,731万円 
 

介護保険財政調整基金　 
3,252万円 
 

一般廃棄物処理事業債 
548万円 
臨時財政特例債　73万円 

町の支出 
（一般会計・予算額）を 
１人当たりで換算すると 
113万5,000円 

合計 
27億5,518万円 

過疎対策 
　 事業債　 
　  9億6,292万円 

臨時財政対策債 
7億2,243万円 
 

合計 
10億1,541万円 

農業集落排水事業債　 
5億9,395万円 

　　簡易水道 
　　事業債　 
3億2,897万円 
 

国民健康 
保険事業 
（事業勘定） 

介護保険 
事業 

農業集落 
排水事業 

老人保健 
医療事業 
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農業者の公的代表 

農業委員会の 
新委員6人が当選!!

　今年の４月２９日で任期満了した、阿武町農業委員会委員の一般選挙が
４月２０日に告示され、立候補者６人が届け出を行い、４月２５日に６人の
公選委員が無投票で当選しました。任期は平成２５年４月２９日までです。 
　また、公選委員のほかにＪＡあぶらんど萩、中部農業共済組合から各
１人、学識経験者（阿武町議会推薦）から１人、福賀土地改良区から１人
の委員が選任されます。　　　　　　（写真は右から届出順、敬称略） 

市河 憲良 ６２歳 
（下東郷）当１ 

いち　かわ　　のり　よし 

鈴川 達雄 ６２歳 
（宇生賀中央）当１ 

すず　かわ　　たつ　お 

西村 浩一 ７２歳 
（宇田中央）当４ 

にし　むら　　こう　いち 

礒部 馨 ７６歳 
（市）当１ 

いそ　べ　　かおる 

水津 明文 ４１歳 
（栃原）当２ 

すい　 ず　　あき　ふみ 

小野 眞治 ６０歳 
（河内）当１ 

お　　の　　まさ　はる 

開催場所：萩健康福祉センター（萩市大字江向531-1） 
連 絡 先：☎０８３８－２５－２６６３ 
すべて予約制のため、事前に連絡をお願いします。 

子どもさんの発育や発達について心配な方  
・年齢が１８歳以上、５４歳以下で健康な方 
・体重が男性４５kg以上、女性４０kg以上の方 

Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウイルスの感染が心配な方  
エイズウイルス・性感染症（クラミジア・梅毒）の 
抗体検査希望者 

お酒のことで困っている方やその家族 
 心の健康・アルコール・認知症などの問題で困って 
いる方 

萩健康福祉センターではさまざまな 
検査を毎月おこなっています。 

昼間 
夜間 

行　事　名 曜　　日 
原則 第２月曜日 
※６・９・１２・２月はなし。 

第２火曜日 
 

第２火曜日
 

 
第２火曜日 

第２火曜日（偶数月） 

第３水曜日 
 第４火曜日 

（都合により曜日の変更あり） 

開催時間 

１３:３０～１６:００  
１３:３０～１４:３０ 
（受付時間） 

１３:００～１４:００  
１４:００～１５:００ 
１７:００～１９:００ 

１３:００～１５:００  
１３:００～１４:００ 
（受付時間） 

対　　　　　　　象 

乳幼児発達クリニック 
 
骨髄ドナー登録会   
Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウ 
イルス検査（血液検査）  
エイズ抗体即日 
検査（血液検査） 
 酒害相談（お酒に関す 
る何でも相談） 

心の健康相談 

町内の警察犬が活躍!!
第１５回山陽訓練チャンピオン決定競技会 

　日本警察犬協会らが主催する、第１５回山陽訓練チャ
ンピオン決定競技会が４月２５日、防府市佐波川河川敷
で開催されました。 

西村さんの愛犬が 
　　　　　　　ベスト３に入賞 

　１部選別プロ部で
西村眞理さん（市）
愛犬カーリン・オブ
・テックマルヤマが、
中四国九州から３０頭
が参加する中ベスト
３に入賞しました。 
 
 

西村さん◆普段は宇部警察犬訓練所にあずけ
訓練中で、家出人や失踪者などの捜索にあた
っています。 

小田さんの愛犬が準優勝 

　２部追及アマの部
で小田衛さん（宇久）
の愛犬フェイブ・オ
ブ・エンドドンティ
ックサージェリーが
準優勝しました。 
 
 
 

小田さん◆警察犬訓練手として２５年目になり
ます。ほめてやり自信を持たせることが大切
ですね。 



長嶺世史氏 
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元
阿
武
町
長
の
故
･
中
山
　
修
氏
（
宇
田
浦
･

平
成
２２
年
２
月
１６
日
逝
去
）
に
、
こ
の
ほ
ど
旭
日

双
光
章
が
追
叙
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
４
月
２２
日
に
中
村
町
長
が
中
山
　
修
さ
ん
宅
を

訪
ね
、
ご
遺
族
に
勲
章
な
ど
を
伝
達
し
ま
し
た
。
 

　
故
･
中
山
さ
ん
は
昭
和
２３
年
４
月
に
山
口
県
庁

に
奉
職
、
山
口
県
衛
生
部
次
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
、
昭
和
５８
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
２
期
８
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
長
と
し
て
在
職
さ
れ
、
卓
越
し

た
識
見
と
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
の

確
立
と
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
特
に
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
大
刈
地

区
を
始
め
と
す
る
町
内
８
地
区
で
の
ほ
場
整
備
事

業
、
外
海
第
二
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
農
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
体
育

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
、
道
の

駅
の
誕
生
の
先
駆
け
な
ど
卓
越
し
た
先
見
性
の
も

と
新
し
い
阿
武
町
の
形
へ
の
変
革
点
、
礎
を
築
か

れ
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
今
回
の
受
章
は
、
長
 

年
に
わ
た
る
功
績
が
認
 

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

故・中山 修氏に地方自治功労で旭日双光章を追叙 故・中山 修氏に地方自治功労で旭日双光章を追叙 

　
小
田
　
猛
氏
（
７２
歳
・
西
の

一
）
が
、
平
成
２２
年
春
の
叙
勲

で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

５
月
７
日
に
山
口
県
警
察
本
部

で
勲
章
の
伝
達
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
田
さ
ん
は
昭
和
４０
年
４
月

に
山
口
県
警
の
警
察
官
に
な
ら

れ
、
平
成
１０
年
３
月
ま
で
の
３３

年
間
県
内
各
署
の
刑
事
防
犯

課
、
派
出
所
、
駐
在
所
な
ど
に

赴
任
。
地
域
を
守
る
対
策
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
日
々
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
章

は
、
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
審

判
員
兼
選
手
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
普
及
に
も
努
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
 

　
受
章
に
あ
た
り
小
田
さ
ん
は

「
阿
武
町
で
は
、
自
治
会
制
度

が
早
く
定
着
し
て
地
域
が
良
く

な
る
よ
う
応
援
し
た
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小田 猛氏が警察功労で瑞宝単光章を受章 小田 猛氏が警察功労で瑞宝単光章を受章 

故・中山 修氏 

旭
日
双
光
章
 

小田 猛氏 

　
長
嶺
世
史
氏（
７１
歳
・
下
笹
尾
）が
、

平
成
２２
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
５
月
１２
日
に
農
林
水
産

省
講
堂
で
勲
章
の
伝
達
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
嶺
さ
ん
は
昭
和
６３
年
５
月
町
農

業
委
員
会
委
員
に
就
任
（
平
成
１０
年

４
月
か
ら
平
成
２０
年
６
月
ま
で
会

長
）、
２０
年
余
り
に
わ
た
り
円
滑
な

業
務
遂
行
、
農
地
利
用
関
係
の
調
整

や
農
地
の
流
動
化
に
取
り
組
み
、
優

良
農
地
の
保
全
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１７
年
８
月
に
は
山
口
県

農
業
会
議
常
任
会
議
員
に
就
任
、
翌

年
４
月
か
ら
会
長
と
し
て
農
地
法
に

係
る
知
事
の
諮
問
に
対
し
的
確
な
答

申
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
非
農
業

的
土
地
需
要
へ
の
対
応
と
優
良
農
地

の
確
保
と
い
う
課
題
の
中
で
、
農
地

法
の
適
正
な
運
用
と
計
画
的
土
地
利

用
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
受
章
は
、
長
年
に
わ
た
る
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
受
章
に

あ
た
り
長
嶺
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
に

機
会
を
与
え
ら
れ
た
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
若
い
方
が
地
域
の
農

業
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

長嶺世史氏が農業振興功労で旭日単光章を受章 長嶺世史氏が農業振興功労で旭日単光章を受章 

宮
崎
　
成
仁
ち
ゃ
ん
（
水
ヶ
迫
） 

平
成
21
年
5
月
6
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）智
さ
ん
・（
マ
マ
）史
子
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
い
た
ず
ら
大

好
き
な
成
仁
で
す
。 

　
最
近
は
何
で
も
パ
パ
と
マ
マ
の

真
似
を
し
た
く
て
、
机
を
ふ
く
お

手
伝
い
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
。
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

た
く
さ
ん
お
友
達
と
遊
び
た
い
な
。 

な
る
ひ
と 

なるひと 

５
月
 

生
ま
れ
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春の恵みを堪能！
福賀で自然観察と山菜狩り

むらまち交流・山編 

県
と
連
携
し
町
税
の
徴
収
を
強
化

　
福
賀
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
自
然
観
察

と
山
菜
狩
り
」
が
、
４
月
２５
日
福
賀
久
瀬
原

地
区
で
、
阿
武
町
林
業
振
興
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
２３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
春
の
息
吹
を
自
然
か

ら
少
し
だ
け
お
す
そ
分
け
」。
林
業
振
興
会
の

木
村
誠
会
長
が
「
福
賀
の
自
然
を
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
、
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。 

　
自
然
観
察
で
は
、
元
県
職
員
の
山
城
さ
ん

が
山
菜
に
つ
い
て
「
今
年
は
、
天
候
が
不
順

で
霜
の
影
響
が
山
菜
に
も
出
て
い
ま
す
。
春
に
は
色
々
な
山

菜
が
楽
し
め
ま
す
。
山
菜
に
は
面
白
い
名
前
が
付
い
て
い
ま

す
よ
」
と
説
明
。
 

　
参
加
者
は
、
心
地
よ
い
春
の
日
差

し
の
中
、「
ワ
ラ
ビ
」「
ヨ
メ
ナ
」「
ウ

バ
ユ
リ
」
な
ど
の
山
の
恵
み
を
つ
み

取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
昼
食
は
取
れ
た
て
新
鮮
な
山
菜（
ワ

ラ
ビ
、
タ
ラ
ノ
メ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、

ノ
ビ
ル
な
ど
）
を
熱
々
の
天
ぷ
ら
で

堪
能
。
参
加
者
は
「
全
種
類
の
山
菜

を
食
べ
ま
し
た
。
気
持
ち
い
い
自
然

と
お
い
し
い
山
菜
天
ぷ
ら
で
満
足
し

て
い
ま
す
」
と
大
喜
び
。
 

県
職
員
８
人
を
徴
税
吏
員
に
委
嘱

鹿島湾で漁申祭

大漁と航海の安全を祈願
　
町
税
の
収
納
率
向
上
に
向
け
て
、
今
年
度
か
ら
県
職
員
が

町
の
職
員
と
と
も
に
滞
納
整
理
を
行

う
一
括
併
任
徴
収
が
ス
タ
ー
ト
。
４

月
１５
日
に
は
、
中
村
町
長
か
ら
県
職

員
に
対
し
併
任
徴
収
の
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
括
併
任
制
度
と
は
、
一
つ
の

町
に
多
数
の
職
員
を
兼
任
さ
せ
る

こ
と
で
、
阿
武
町
に
は
８
人
の
県
の

職
員
が
委
嘱
さ
れ「
地
方
税
徴
収
支

援
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
納
税
誓
約
や
財

産
差
押
な
ど
の
滞
納
整
理
に
あ
た
り

ま
す
。
 

     
平
成
２２
年
度
自
治
会
長
集
会
が
４

月
１９
日
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
４３
行
政
区
の
自
治

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
中
村
町
長
は
「
地
域
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
自
治
会
の
力
が
不
可
欠

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
。
各
自
治
会
か
ら
は
「
自
治

会
総
合
交
付
金
の
内
容
」、「
自
治

会
へ
の
加
入
対
応
」
「
清
掃
活
動
」

「
防
犯
外
灯
」
な
ど
質
疑
応
答
が
さ

れ
ま
し
た
。
 自

治
会
長
集
会

　
平
成
２２
年
度
阿
武
町
消
防
団

後
援
会
総
会
が
４
月
１９
日
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
こ
れ
ま
で
町
内
３

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い

た
消
防
団
後
援
会
を
一
つ
に
統

合
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
、
新

会
長
に
は
奈
古
地
区
の
白
上
憲

治
さ
ん
（
釜
屋
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
消
防
団
後
援
会
は
町
内
の
１

５
４
９
世
帯
が
加
入
し
、
年
間

３
０
０
円
の
会
費
を
財
源
と
し

て
運
営
を
し
、
消
防
新
入
団
員
の
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
や
長
靴

な
ど
の
消
防
装
備
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
町

内
の
１０
人
以
上
の
事
業
所
を
特
別
会
員
と
し
て
参
集
す
る
こ

と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

元気！阿武町！５００１プラン

　
５
月
上
旬
、
町
内

の
漁
師
町
地
域
で
伝

統
の
「
漁
申
祭
」
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
５
月
９
日
に
行
わ

れ
た
奈
古
漁
申
祭
で

は
色
鮮
や
か
な
大
漁

旗
を
な
び
か
せ
た
各

地
区
の
漁
船
が
御
管

舷
船
を
先
頭
に
海
上

パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た

後
、
引
き
受
け
町
内

の
人
た
ち
に
担
が
れ

た
神
輿
が
氏
子
地
域

を
練
り
歩
き
、
大
漁

と
航
海
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。
 

消防団後援会が統合!!
会長に奈古の
　白上憲治さんを選出
会長に奈古の
　白上憲治さんを選出
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「
福
賀
名
物
・
大
井
川
の

１
２
０
匹
コ
イ
の
ぼ
り
を
眺

め
な
が
ら
『
福
の
里
』
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
も
と
、
５
月
２
日
に

福
賀
の
農
事
組
合
法
人
「
福

の
里
」
第
４
回
春
祭
り
が
福

の
里
直
売
所
で
開
催
さ
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
も

重
な
り
町
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

　
会
場
で
は
、
午
前
、
午
後

の
２
回
、
も
ち
ま
き
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
新
鮮
野
菜
や
山

菜
な
ど
の
旬
の
山
の
幸
が
満

載
。
地
元
産
米
や
も
ち
米
を

使
っ
た
、
餅
、
か
し
わ
餅
、

山
菜
お
こ
わ
や
新
商
品
「
小

次
郎
ま
ん
じ
ゅ
う
」
な
ど
が

人
気
で
、
特
に
地
元
産
そ
ば

粉
と
イ
ラ
オ
山
の
名
水
を
使

っ
た
風
味
抜
群
の
手
打
ち
そ

ば
が
、
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
先
着
１
０
０
人

に
は
お
餅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
。
 

 

    　
　
 

　
 

 　「
道
の
駅
阿
武
町
」
の
テ
ル
メ

阿
胡
や
温
水
プ
ー
ル
に
熱
源
を

供
給
し
て
い
る
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
施
設（
㈲

吉
岡
土
建
代
表
取
締
役
社
長

吉
岡
正
）
が
、
同
種
の
事
業
で

は
山
口
県
初
の
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化

炭
素
）削
減
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
※

を
取
得
し
ま
し
た
。 

　
道
の
駅
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
、
最
大
で
一
般
家
庭

４
０
０
軒
分
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
重
油
を
年
間
１２ 
㎘
（
ド
ラ
ム
缶
換
算
で
６
０
０
本
）
削

減
し
、
Ｃ
Ｏ
２

も
年
間
３

７
８
ｔ
削
減
で
き
ま
す
。

使
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

吉
岡
砕
石
㈲
が
工
事
伐
採

木
や
工
事
支
障
木
を
利
用

し
破
砕
し
た
木
質
チ
ッ
プ

を
年
間
４
０
０
ｔ
使
用
し

ま
す
。自
治
体
の
施
設
に

民
間
企
業
が
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る

認
証
事
例
は
国
内
で
も
例

が
な
く
、
官
民
連
携
の
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
の

先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。 

    　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
町
内
各
地
で
コ
イ
の
ぼ
り
が

気
持
ち
よ
く
泳
ぎ
ま
し
た
。
福
賀
地
区
で
は
町
お
こ
し
グ
ル

ー
プ
「
福
と
賀
の
里
創
生
企
画
」
と
昭
和
会
、
ま
た
福
賀
中

学
校
の
生
徒
ら
お
よ
そ
３０
人
が
協
力
し
、
１
２
０
匹
の
コ
イ

の
ぼ
り
を
大
井
川
沿
い
に
泳
が
せ
ま
し
た
。
福
と
賀
の
里
創

生
企
画
会
長
の
野
原
恒
雄
さ
ん（
伊
当
）は
、「
コ
イ
の
ぼ
り

立
て
は
今
年
で
１８
年
目
。
良
い
風
が
吹
い
て
、
コ
イ
が
勢
い

良
く
泳
い
で
く
れ
ま
し
た
。
コ
イ
の
ぼ
り
立
て
は
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
と
社
会
学
習
の
一
環
で
始
ま
り

ま
し
た
。
生
徒
は
減
っ
て
来
て
い
ま
す
が
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
奈
古
地
区
で
は
、
宇
久
集
落
営
農
生
産
組
合
も
地

域
に
た
く
さ
ん
の
コ
イ
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
い
ま
し
た
。
 

コ
イ
の
ぼ
り
で
地
域
が
元
気
に
!!

官
民
連
携
の
先
進

　
事
例
と
し
て
注
目

道
の
駅
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
県
内
初
の

Ｃ
Ｏ
２

削
減
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
認
証

奈古地区宇久集落 
国道１９１号線沿い 

※CO2削減クレジット認証
とは、京都議定書目標達
成計画（平成２０年３月２８
日閣議決定）において規定
されている大企業の資金・
技術により中小企業が排出
を削減した場合、当該大企
業がその削減量を自らの削
減分として自主行動計画等
に反映させるしくみ。 

コ
イ
の
ぼ
り
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
福
の
　
幸
　
を
満
喫

市河憲良組合長のコメント●良い
天気に恵まれ、多くの方が、ご来
場いただきました。福の里の直売
所にお越しいただく来客数は確実
に増えています。ゆくゆくは営業

日を増やして行きたいと思っています。地域の
方、地区外からお越しの方が交流できる交流施
設なども整備していきたいですね。 

４
月
30
日
〜
５
月
７
日

第
4
回

　
福
の
里
春
祭
り

福
賀
大
井
川
沿
い
 

１
２
０
匹
の
コ
イ
の
ぼ
り
 

木質バイオマスチップボイラー施設 



な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

春
の
奈
古
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

４
月
２５
日
　
阿
武
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
３８
人
参
加
） 

　
こ
の
大
会
は
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が

ら
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
」
と
皆

さ
ん
の
声
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
奈
古
の
地
名
に
あ
や
か
っ
て
、
な
ご
や
か
に
プ
レ
ー
し

ょ
う
と
、
子
ど
も
は
６
歳
の
小
野
三
千
伽

さ
ん
か
ら
、
御
年
配
は
８７
歳
の
舟
戸
正
人

さ
ん
ま
で
３８
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

【
個
人
の
部
】
（
敬
称
略
） 

★
優
　
勝
　
小
野
弘
子（
釜
　
屋
） 

★
準
優
勝
　
白
上
憲
治（
釜
　
屋
） 

★
３
　
位
　
松
浦
　
博（
西
の
三
） 

★
４
　
位
　
西
嶋
啓
介（
釜
　
屋
） 

★
５
　
位
　
小
野
弘
之（
　
市
　
） 

 

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式 

　
４
月
２７
日
、
阿
武
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
指
導
者
、
団

員
、
後
援
会
員
出
席
の
も
と
入
団
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
団
員
２０
人
の
誓
い
の
こ
と
ば
と
し
て
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
綱
領
」
を
大
き
な
声
で
朗
読
し
ま
し
た
。 

　
指
導
者
か
ら
は
①
挨
拶
は
自

分
か
ら
す
る
　
②
友
達
を
大
切

に
す
る
　
③
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
、
こ
と
を
目
標
と

し
、
男
子
は
サ
ッ
カ
ー
、
女
子

は
バ
レ
ー
を
中
心
に
練
習
し
、

一
年
間
は
感
謝
の
心
を
も
っ
て

活
動
し
て
い
く
と
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。   

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
入
団
申
込
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
 

　
☎
２
―
２
０
４
４
 

い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
で
泳
ぐ
 

福
賀
の
コ
イ
の
ぼ
り 

　
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に

福
賀
地
区
の
大
井
川
沿
い
を
彩
る

コ
イ
の
ぼ
り
で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
協
力
で
今
年
も
元
気
よ

く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
主
催
の
福
と
賀
の
里
創
生
企
画

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
事
前
の
点

検
修
理
で
は
福
賀
婦
人
会
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
し
、
今
年
は
特
に
天
候
不
順

に
よ
り
川
土
手
の
枯
れ
草
焼
き
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
掲
揚
当
日

に
は
、福
賀
昭
和
会
の
皆
さ
ん
に
、

土
手
の
草
刈
り
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
鯉
の
ぼ
り
立
て
で
は
、
福
賀
中
学
校
の
全
校

生
徒
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
お
か
げ
で
今
年
も
、
４

月
３０
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
、
大
井
川
沿
い
を
気
持
ち
よ

く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
 

ニ
コ
ニ
コ
元
気
！
福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

  

福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
入
団

式
が
４
月
３０
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
団
員
は
１２
人
で
、
毎

週
木
曜
日
の
放
課
後
に
活
動
を
行

い
ま
す
。
式
で
は
団
長
・
副
団
長

・
旗
手
を
選
出
し
、
終
了
後
に
は

今
年
度
最
初
の
活
動
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
使
用
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

草
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
が
ア

ン
ケ
ー
ト
配
布 

　
４
月
２０
日
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
）
設
立
準
備
委
員
会
が
宇
田
郷
地
区
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
宇
田
郷
地
区
で
、
公
共
の
施
設
を
拠
点
と
し
な

が
ら
、
地
域
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
も
の
で
す
。 

  

12

 

宇田ふれあいクラブ（仮称） 
（総合型地域文化・スポーツクラブ） 

地域住民による自主運営 

多世代 
年齢性別を問わず、生涯を
通して気軽にスポーツ・文
化活動を楽しめる。 

多種目 
自分の好きな種目、教室、
講座を選んでいつでも楽し
める。 

拠点施設 
地域の公共施設を計
画的に有効利用する
ことができる 

地域コミュニティー 
地域の人達と接する
ことで、親睦と交流
を図ることができる 

文化・スポーツ事業 
クラブ会員が一堂に会
して、文化・スポーツ
を楽しめる組織的事業 

川土手の草刈作業 コイのぼりの修理 

総合型文化スポーツクラブとは!?
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シリーズ　奈古高はいま 
              

４
月
８
日
に
中
村
町
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の

も
と
、
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
普
通
科
３０
人
、
生
物
資
源
科

学
科
３０
人
の
新
入
生
に
爲
久
校
長

か
ら
入
学
許
可
宣
言
が
行
わ
れ
、

新
た
に
奈
古
高
生
と
し
て
６０
人
が

加
わ
り
ま
し
た
。
 

　
爲
久
校
長
は
高
校
生
活
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
新
入
生
に
「
目
的

意
識
を
持
っ
て
生
活
す
る
」「
心
身

の
健
康
増
進
に
努
め
る
」「
感
謝

の
心
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持

つ
」の
３
点
を
心
に
留
め
て
学
校

生
活
を
始
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
活
動
に
気
概

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
心
身
共
に

健
康
で
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
高
浜
虚
子

の
「
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に

立
つ
」
と
い
う
句
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
 

 
翌
日
の
４
月
９
日
に
在
校
生
と

新
入
生
の
対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
長
普
通
科
３
年
森
田

君
が
在
校
生
を
代
表
し
て
新
入
生

に
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
生
物

資
源
科
学
科
１
年
の
佐
々
木
君
が

新
入
生
を
代
表
し
て
「
奈
古
高
校

の
一
員
と
し
て
１
日
も
早
く
学
校

に
慣
れ
、
先
輩
と
と
も
に
頑
張
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま

し
た
。
 

          　
全
校
生
徒
１
６
６
人
で
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
阿
武
町
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

    　
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
鳴

き
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
当
初
４

月
２０
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
の
た
め
順
延
と
な
り
４
月
２６
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
天
気
は
薄
曇

り
で
し
た
が
、
時
折
日
差
し
も
さ

し
、
比
較
的
暖
か
な
日
和
で
し
た
。

全
校
生
徒
が
学
校
か
ら
清
ヶ
浜
ま

で
約
１
時
間
の
道
の
り
を
遠
足
を

か
ね
て
歩
き
ま
し
た
。
 

         　
ま
た
、
今
年
は
海
岸
ま
で
の
途

中
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
燃
え

る
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
な
が
ら
移
動

し
ま
し
た
。
 

　
浜
辺
で
は
、
鳴
き
砂
復
活
隊
隊

長
の
茂
刈
さ
ん
か
ら
「
鳴
き
砂
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
前
中
は

生
徒
と
一
緒
に
活
動
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
、
清
ヶ
浜
で
は
、

前
日
に
鳴
き
砂
復
活
隊
の
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
、
浜
の
ゴ
ミ
は
少
な

い
状
態
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
３

班
に
別
れ
て
清
掃
作
業
を
行
う

と
、
海
藻
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、
不
燃

物
な
ど
、
あ
っ
と
言
う
間
に
い
く

つ
も
の
ゴ
ミ
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
清
掃
終
了
後
、
き
れ
い
に
な
っ

た
清
ヶ
浜
で
昼
食
を
と
っ
て
、
浜

辺
で
遊
ん
だ
り
、
阿
武
町
の
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
同
級
生
や
先
輩

と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
親
交

を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
 

          　
こ
の
鳴
き
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

生
徒
た
ち
は
「
海
藻
や
木
な
ど
の

ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
拾
え
た
の
で
よ

か
っ
た
」「
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ゴ
ミ

は
想
像
を
超
え
る
量
だ
っ
た
」「
ゴ

ミ
が
多
く
て
、
自
分
の
し
た
こ
と

は
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
で
も
鳴
き
砂
を
守

る
手
助
け
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ

た
」「
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
、
砂

を
け
っ
て
い
た
ら
、
本
当
に
砂
が

鳴
い
て
び
っ
く
り
し
た
」「
初
め

て
音
を
聞
い
た
の
で
感
動
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
達
成
感
や

疲
労
感
、
そ
し
て
鳴
き
砂
復
活
へ

の
熱
い
思
い
を
胸
に
し
た
一
日
で

し
た
。
 

新
入
生
６０
人
が
高
校
生
活
 

を
ス
タ
ー
ト 

〜
入
学
式
〜
 

初
め
て
鳴
く
音
を
 

　
　
　
　
　
聞
い
て
感
動
 

〜
鳴
き
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
 

た
め
　
ひ
さ
 

  　
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
奈
古
小

学
校
区
と
福
賀
小
学
校
区
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の
午

後
に
、
学
年
を
問
わ
ず
宿
題
や
ス

ポ
ー
ツ
、
工
作
な
ど
を
み
ん
な
で

一
緒
に
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
 

★
奈
古
放
課
後
子
ど
も
教
室
 

　
児
童
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
活
動
。

（
児
童
ク
ラ
ブ
２０
人
、子
ど
も
教

室
9
人
）
カ
ル
タ
を
作
っ
た
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。
 

★
福
賀
放
課
後
子
ど
も
教
室
 

　
公
民
館
や
体
育
館
な
ど
で
活
動
。

（
児
童
１５
人
）
公
民
館
の
周
り
を

散
歩
し
、
草
花
を
つ
ん
で
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
っ
た
り
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
、
柔
道

を
習
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

●
指
導
者
の
方
々
が
非
常
に
熱
心

で
、
児
童
も
毎
週
水
曜
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
学

年
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
低
学

年
の
面
倒
を
よ
く
み
て
い
ま
す
。
 

●
新
年
度
の
児
童
の
募
集
も
小
学

校
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

★
指
導
者
を
募
集
 

　
一
緒
に
児
童
と
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
指
導
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
薦
他
薦
、
資
格
の
有

無
も
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
教

育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

放
課
後
子
ど
も
教
室
 

★問い合わせ先　教育委員会　☎２－０５０１ 

鳴き砂復活隊  茂刈さんが説明 

全生徒が清ヶ浜を清掃 
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おいしく食べよう！
ステ
キな笑顔！元気なハハ

月間です！ 
歯 
大作戦 

元気島通信元気島通信元気島通信

広げよう　「噛む」から 
始まる　健康づくり 

◆だれでもかかる歯周病　日本人の働き盛り
（中高年）の８割は歯周病にかかっていると言
われています。だれでもかかる可能性がありま
す。しかも、歯周病の始まりは大きな自覚症状
がなく進行してしまいます。 
◆まずは歯科検診を受けましょう！ 
　「歯医者は歯が痛くなったらいくところ」と思っ
ていませんか。体の「健診」を受けるように口の
中も健康チェックを受けることが大事です。 
　また、歯医者では、検診だけでなく、歯石の
除去やブラッシング指導もしてもらえます。 

　　　お腹の中で、お母さんが子どもへプレゼントした『病気に抵抗する力』は、成長とともにほ
とんど自然になくなっていきます。そのため、子ども自身でその『力』をつくる必要があります。
それを助けるのが…予防接種です！ 
　予防接種には、医療機関で受ける個別接種と阿武町で受ける集団接種があります。 
　この機会にぜひ、母子健康手帳の予防接種欄を確認され、未接種の予防接種を受けてくださいね。 

☆発進！ 
　スマイル 
　＆トーク☆ 

長岡保健師 

予防接種を受けましょう！ 

実施期間：6月4日(金)～10日(木) 
実施場所：山口県内の歯科医院（事前予約が必要) 
料　　金：無　料 
 
 
 
実施場所：阿武町・萩市内の歯科医院 
　　　　　（事前に電話予約が必要) 
実施期間：5月17日(月)～8月31日（火） 
対 象 者：国保加入の20歳以上の方 
料　　金：500円 
持 参 物：国保の保険証、受診票、受診券 
　　　　　　※詳しくは「健診のしおり」Ｐ9～10 
　　　　　　　『歯周病検診』をご覧ください。 
 

　80歳以上で自分の歯が20本以上ある方は、
歯科医の推薦にもとづき表彰を受けることがで
きます。まずは歯医者へ行きましょう！ 

３か月を過ぎたら早めに受けましょう 
１期初回３回接種後、１年後に追加接種が 
あります。忘れずに接種しましょう 

２、３、４期の方には個別通知しています。 
＊接種期間は、平成23年3月末までです 
＊接種期間以降は有料になります 
 積極的に受ける対象にある方には、個別通知し 
ています。その他の年齢のお子さんについては、 
国の方針が決まり次第、お知らせします。 
 

予防接種名 
BCG 

三種混合  
 
MR 

麻しん・風しん 
 
 

日本脳炎 
 

対　　　　　　象 
生後６か月未満 

生後３か月～９０か月未満  
１期：生後１２か月～２４か月未満 
２期：小学校入学前の１年間にあたる児 
３期：中学１年生に相当する年齢の者 
４期：高校３年生に相当する年齢の者 
生後６か月～９０か月未満 
　＊１期２回、その後おおむね１年後に 
　　１回追加接種します 
 

備　　　　　　考 

亀山さん 

 

事前に医療機関に予約され、受けてください。 
ご不明な点や確認したい点があれば、役場民生課　☎2-3113まで 

★６月４日～１０日は「歯の衛生週間」★ 
 
６月は 

★歯の『無料口腔健診』及び『相談』★ 

★８０２０達成者表彰★ 

★国保歯周病検診★ 
国保に加入されている20歳以上の方へ 

歯科検診等 
　　お得情報 
 
 

18歳までの子どもさんが 
いらっしゃる保護者の方へ 
 

個別接種 BCG・三種混合・MR（麻しん風しん）・日本脳炎 

春と秋に行っています 
対象となる方には、個別通知しています 
 

予防接種名 

ポリオ 

対　　　　　　象 

生後３か月～９０か月未満 
 

備　　　　　　考 
集団接種 ポリオ 
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元気！阿武町！５００１プラン　ともに築く定住のまちづくり

　演芸界選りすぐりの出演者による漫才・漫談・落語がお楽しみ
いただけます。（出演／１本目：ホームラン［漫才］、ケーシー高
峰［漫談］、桂竹丸［落語］／２本目：東 京丸・京平［漫才］、松
鶴家千とせ［漫談］、柳家権太楼［落語］） 
●申込方法　往復はがきに必要事項を明記しお申し込みください。申
　し込み多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚で２人まで入場
　可）をお送りします。 
❶往信用裏面…郵便番号・住所・名前・電話番号 
❷返信用表面…郵便番号・住所・名前 
❸［あ て 先］〒７５９－３６２２　阿武郡阿武町大字奈古３０７８－１ 
　　　　　阿武町教育委員会「真打ち競演」係 
●申し込み用の往復はがきの書き方（はがきを広げた状態です） 
●締め切り　6月8日（火）必着 
＊結果の発送は６月１１日（金）頃の予定です。 
　ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきま
す。なおＮＨＫでは、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。 
●問い合わせ 
　阿武町教育委員会　☎０８３８８-２-０５０１（平日８：３０～１７：１５） 
　　　　　　　　　　http://www.town.abu.lg.jp/ 
　ＮＨＫ山口放送局　　☎０８３-９２１-３７３３（平日９：００～１８：００） 
　ＮＨＫ山口放送局　　http://www.nhk.or.jp/yamaguchi/

TAO

阿武町町制55周年記念

「真打ち競演」公開録音 
観覧希望者募集 

「真打ち競演」公開録音 
観覧希望者募集 
阿武町町民センター

5/28

阿武町町民
センター
文化ホール

コンサート

18：30開場
19：00開演

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
 

　
　
奈
古
三
〇
七
八
ー
一
 

阿
武
町
教
育
委
員
会
 

「
真
打
ち
競
演
」
係
 

  

【往信の宛名面】 【返信の裏面】 

こ
の
面
は
何
も
 

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

７５９-３６２２ 50

往信 

 

申
し
込
ま
れ
る
方
の
 

住
所
・
名
前
を
 

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

【返信の宛名面】 【往信の裏面】 

50

返信 

郵便番号 
 
住所 
 
名前 
 
電話番号 
 

開場18：00～
開演18：30～6/25㈮ 入場

無料

ホ
ー
ム
ラ
ン
 

ケ
ー
シ
ー
高
峰
 

桂
 
竹
丸
 

柳
家
権
太
楼
 

松
鶴
家
千
と
せ
 

東
 
京
丸
・
京
平
 

ラジオ第１

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会
実
行
委
員
募
集
！
 

　第２４回目となる「阿武町ふれあ
い歩こう大会」を１０月３日（日）に
実施します。この大会は毎年町内
外を会場に、趣向をこらしたコース
を設定し、例年１００人以上の参加
者により盛大に開催しています。 
　そこで、今年度の大会を実施す
るにあたり「実行委員会」を開設
し、コースや日程等を協議してい
ただきたいと思います。今年度の
実行委員を募集しますので、町民
の皆さんの積極的な参加をお待ち
しています。 
■応募資格 
　１８歳以上で町内在住の方 
■募集人員　特に定めませんが、
　多数の場合は選考します。 
■内容　歩こう大会のコース選定、
　大会の内容検討、大会運営など 
■応募方法　６月３０日（水）まで
　に、教育委員会または各公民
　館へご連絡ください。 
■問い合わせ先　阿武町教育委員
　会　☎２－０５０１　担当　有馬 
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★みんなで行っとく？一得 キャンペーン実施中！ 

７月から大阪便の機材が変わります！ 
ボンバルディアＤＨＣ８－Ｑ４００からＤＨＣ８－Ｑ３００へ 

５人以上のグループ利用で　１人：3,000円助成

更に、10人以上のグループになると別途助成あり！

こんなときには忘れず届け出をしましょう!!

　必要な書類などについては、届出先でご確認ください。 
○問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８　役場住民課　☎０８３８８－２－０５００ 
　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　国民年金は、日本に住んでいる２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入する制度です。
加入の種別が就職、退職、結婚などで変更になったり、住所が変わったりしたら、年金記
録をつなぐためにも、忘れずに届け出をしましょう。 
　必要な書類などについては、届出先にお問い合わせください。 

年金のたより 

○第１号被保険者 
（自営業者・学生・無 
職の方など） 

○第２号被保険者 
（会社員や公務員など 
厚生年金保険や共済組 
合に加入されている方） 

○第３号被保険者 
（第２号被保険者に扶 
養されている配偶者） 

こ ん な と き  変更後の種別 届出先 

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先 

会社員・公務員と結婚し 
扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤務先 

退職した 第１号被保険者 役　場 

退職し、すぐに再就職した 第２号被保険者 新しい勤務先 

会社員・公務員の配偶者に 
扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤務先 

離婚した 

 配偶者が退職して自営業などになった 
 

第１号被保険者 役　場 

配偶者が会社を変わった 第３号被保険者 配偶者の勤務先 

【問い合わせ先】萩・石見空港利用拡大促進協議会　☎0856－23－0990　FAX.0856－24－2570

イメージキャラクター 
スッとびくん 

地域で空港を守るために 
「萩・石見空港」を利用して東京・大阪へ行こう！ 

　地域の財産である「萩・石見空港」
を守るためには、地域のみなさんの
ご理解とご協力が欠かせません。ぜ
ひ、東京近郊、大阪近郊へお出かけ
の際は、飛行機をご利用ください。 

　萩・石見空港利用圏域（萩市・浜田市・益田市・津和野町・吉賀町・阿武町・山口市阿東 
内在住者、または事業所を有する企業、学校、団体等）の方で、萩・石見空港－東京・大阪 
路線を５人以上のグループで往復利用された方。（直行便・大阪経由便は問わない） 
●利用期限　１０月３１日まで　※５人以上のグループで利用し、搭乗券を貼って申請してください。 
●申請期限　１１月１５日まで 
※公費の出張等は対象外になりますので、ご注意ください。 

１０～１４人グループに・・・・・３０，０００円 
１５～１９人グループに・・・・・５０，０００円　を別途助成！ 
２０人以上のグループに・・・７０，０００円 

　現在の大阪便の使用機材は、ＤＨＣ８－Ｑ４００【７４人乗り】ですが、
７月１日より、ＤＨＣ８
－Ｑ３００【５６人乗り】
に変更になります。 
　主な変更点は右記の
とおりです。 

ＤＨＣ８－Ｑ３００ ＤＨＣ８－Ｑ４００ 
５６席 
２５．７ｍ 
２７．４ｍ 
７．５ｍ 

５２０ｋｍ／ｈ 

７４席 
３２．８ｍ 
２８．４ｍ 
８．３ｍ 

６５０ｋｍ／ｈ 

座席数 
全　長 
全　幅 
全　高 
巡航速度 



17

元気！阿武町！５００１プラン　連携のきずなが広がるしくみづくり

第17回なご夏まつり
日本海イカダ大会の

と
き
／
７
月

と
き
／
７
月
25
日（
日
）

（
日
）

　
　
　

　
　
　

午
前
９
時

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

分
〜
午
後
１
時

場
所
／
奈
古
の
鹿
島
湾

場
所
／
奈
古
の
鹿
島
湾

と
き
／
７
月
25
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所
／
奈
古
の
鹿
島
湾

夏だ!�祭だ!イカダ!

夏だ!�祭だ!イカダ!

チーム大募集

申し込み・問い合わせ先
阿武町中央公民館（☎08388-2-2044）
道の駅 阿武町・発祥交流館（☎08388-2-0355）

申し込み・問い合わせ先
阿武町中央公民館（☎08388-2-2044）
道の駅 阿武町・発祥交流館（☎08388-2-0355）

賞金賞品　総額30万円
☆速いＤＥ賞
☆おもしろいＤＥ(創作)賞
☆なにかあるＤＥ賞
　　　　　などなど

　　　　参加資格
☆中学生の部　近隣の中学生
☆一般の部
　職域、各種団体、高校生
　町内外を問わず誰でも参
　加できます

チーム編成
１チーム
４人～10人

応募締切
６月18日(金)

参加料
一般のみイカダ１枚につき
４,０００円

平成２２年度  海外派遣農業研修生を募集
!!ＹＥＳ  ＷＥ  ＣＡＮ　世界の大地が君の舞台だ!!!!ＹＥＳ  ＷＥ  ＣＡＮ　世界の大地が君の舞台だ!!

　山口県では、社団法人国際農業者交流協会が実施する海外派遣農業研修生を募集します。 
　これまで海外での農業研修を経験した人達は、既に１万４０００人を数え、日本各地で農業界のリーダーとして、
あるいは移住先の国々で農場経営主として、また世界の国際協力の分野においても大いに活躍しています。 
　海外での生活や、農業体験を通じて世界の人達と交流を深めることにより、国際的視野と優れた経営能力を
身につける。これが明日の日本の農業を切り拓く「若い君たちに」求められています。 
　現在、山口県では以下のとおり平成２２年度海外派遣農業研修生の募集を行っています。 
　なお、将来、山口県で就農する意志がある農業青年等に対しては、分担金一部を助成します。 
●応募資格　満１８歳以上３０歳までの農業青年、あるいは将来就農、農業関係機関に就職、海外協力等の目的
　　　　　　を持っている青年男女（年齢、資格条件等は派遣先国によって若干異なります）。 
●派遣先国（全国での派遣人数）派遣期間および研修費用 
　　派遣先国　　　派遣人数 派遣期間 　　　 
 ①アメリカ ７０人 Ｈ２３.３下旬～Ｈ２４.９上旬（約１８カ月） 
 ②アメリカ 若干名 逐次派遣（６～１８カ月）研修生の希望に応じて派遣期間を決定する 
 デンマーク ５人 Ｈ２３.３上旬～Ｈ２４.３下旬（約１３カ月） 
 ドイツ ７人 Ｈ２３.３上旬～Ｈ２４.３下旬（約１３カ月） 
 スイス １０人 Ｈ２３.３上旬～Ｈ２４.３下旬（約１３カ月） 
 オランダ １８人 Ｈ２３.３上旬～Ｈ２４.３下旬（約１３カ月） 
●申込方法　県農林事務所農業部を経由して、県農林水産部農業経営課に申し込んでください。 
　ただし、農業大学校の学生は農業大学校を経由して、県農林水産部農業経営課に申し込んでください。 
●募集期間　７月２１日（水）まで 
●県選考会　８月上中旬 
●問い合わせ先　萩農林事務所農業部　☎０８３８-２２-０１５８、または県農林水産部農業経営課　☎０８３-９３３-３３７５ 
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◆利用者の声（困った、不平、納得のいかない等） 
◆利用者等からの通報（不正な介護サービスが行われている等）をお寄せください。 
※相談は無料、秘密は守ります。お気軽にご相談ください。 

　山口県国民健康保険連合会 介護保険課 介護保険班　☎083－995－1010 

（苦情・相談専用）【受付時間　午前９時～午後５時（土・日・祝祭日除く）】 

　みなさんが分別して出されたものが、どの
ようにリサイクルされているのかを分かりや
すく、簡潔にお知らせするコーナーです。
★１回目は古紙・古布類について

◎古紙…１度溶かしてから

　・・雑誌等→「再生紙」等に変身☆

　・・新聞紙→「新聞紙」に変身☆

　・・段ボール→「段ボール」に変身☆

◎古布…選別・梱包してから

・古布類→「工業用ウエス」（機械の汚れをぬぐ

う布）等に変身☆　その他、海外へ出荷･加工

し、軍手等にもなります。

★今日のワンポイント

・古布類として、毛糸やナイロン製品はリサ

イクル出来ません。

　→可燃ごみとして処分してください。

★古紙・古布類の出し方について

　出される量によって回収時間が不規則になるこ

とから、古紙･古布等を出す時間を統一すること

になりました。

６月の回収日から、

前日夕方～「当日午前９時」までに指定の場所に、

きちんと結束して出すようにしてください。

★問い合わせ　民生課環境保健係�☎２－３１１３

介護サービスの苦情・相談は、 
国保連合会でも受け付けています 

5月は「児童福祉月間」です 
　次代を担う子どもたちが、心身ともに健やかに
生まれ育つことは、社会全体の願いです。近年、
少子化の進行、家庭や地域の子育て機能の低下、
児童虐待の増加など、子どもと家庭を取り巻く環
境が大きく変化している中で、子どもたちが夢と
希望を持って明るくのびのびと育 
つよう、子どもや家庭を大切にし、 
職場・学校・地域など社会全体で 
支えていくことが重要です。 
＜運動の取組＞ 
★毎月第３日曜日は「家庭の日」です。子どもの
夢、将来の希望などについて家庭内で話し合う
機会を設けて、家庭の絆を深めましょう。 
★健康の確保と増進は、生涯を通じた健康づくり
の出発点です。積極的に健
康診査を受診しましょう。 
★近年、児童虐待が大きな社
会問題となっています。そ
れぞれの家庭における子育
ての努力とともに、行政機
関を始め、関係機関と連携し早期発見・早期対
応に努めましょう。 

～収集されたもの、 
　　　どうなるの!?～ 

古紙・古布類 のゆくえ 
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の
一
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「
誰
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お
か
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毎
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え
る
ん
だ
」
私
が
作
っ
た
飯
を
食
べ
な
が
ら
夫
が
言
う 

ひ
と 

ひ
と 

19

水量検針について  ～メーターを見やすく～ 
　毎月、水量の検針を行います。正しい検針が出来るように、メ
ーターボックスの上には物を置かず、常にメーターを見やすい状
態にしてください。また、メーターボックスの中に水や泥が入ら
ないようにご注意ください。 
 
 
宅内工事のお知らせ  ～工事は指定業者へ～ 
　奈古地区簡易水道の供用開始により各戸へ給水が出来るように
なっております。加入予定者の皆さんは出来るだけ早い継ぎ込み
をお願いします。 
　各戸の水道管宅内工事をするには、「給水装置工事主任技術者」
の免許ある業者でないと施工できません。 
 
★阿武町内の給水装置の指定業者は次のとおりです。 
◎阿武建設㈱☎2-3330　◎猪熊商会☎5-0908 
◎小田建設㈱☎2-2520　◎水津設備☎2-2769 
◎中電工㈱阿武出張所☎2-2117　 
◎扶桑建設工業㈱山口営業所☎2-2989（50音順） 

町内の簡易水道ご利用の皆さんへ 

奈古地区簡易水道加入予定者の皆さんへ 

　ふるさと納税（寄附金）とは、自分

が育ったり、関わりが深い地域を応

援したいという気持を形にするしく

みです。

　ふるさと振興基金へ積み立て、自

然、文化、地域のために活用させて

いただきます。

<４月の寄附金> 
【３万円】

　匿名希望（愛知県在住）〔奈古出身〕

　匿名希望（岩国市在住）〔奈古出身〕

４月15日現在までの累計は、185万

1000円です。

※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

ふるさと納税（寄附金）
ありがとうございます

　　

水
産
加
工
品

●シーカヤック試乗会●シーカヤック試乗会
鹿島湾、道の駅前エリア
（ギ・パドラーズ高井・
TEL.08388-2-0027
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休日当番医

お し ら せ 

５月２３日（日） 

５月３０日（日） 

６月６日（日） 

６月１３日（日） 

６月２０日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

孫
の
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
る
カ
レ
ー
美
味
し
い
」
の
一
言
で
頑
固
爺
の
顔
に
笑
顔 

ひ
と 

ひ
と 

募
　
　
集

ご
存
じ
で
す
か
 

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
 

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
 

　
委
員
を
公
募
し
ま
す
 

県
税
（
自
動
車
税
）
の
 

納
付
は
お
済
み
で
す
か
？
 

まちの笑顔 
(^o^)

５
つ
葉
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け
 

ま
し
た
。
笑
顔
の
白
松
春
香
さ
 

ん
（
下
笹
尾
）
 

           

　
男
女
が
共
に
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
対
等
で
大
切
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
で

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
で
き

る
社
会
（
男
女
共
同
参
画
社
会
）
の

実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

▼
募
集
人
数
　
２
人
（
募
集
人
数
を

　
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
選
考
し
、

　
町
長
が
決
定
し
ま
す
。） 

▼
応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
２０

　
歳
以
上
の
方
（
男
女
を
問
い
ま
せ

　
ん
） 

▼
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間 

▼
業
務
内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会

　
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
計
画
や
策

　
定
の
推
進
、
ま
た
男
女
共
同
参
画

　
社
会
の
形
成
に
関
す
る
基
本
的  

　
か
つ
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
の

　
調
査
審
議
。 

▼
応
募
方
法
　
役
場
総
務
課
　
☎
２

　
―
３
１
１
０
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。 

     

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
３１
日

（
月
）で
す
。   

▼
納
税
通
知
書
の
送
付
時
期   

　
５
月
当
初
に
送
付
し
て
い
ま
す
。 

（
納
期
限
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。） 

▼
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
出
来
ま
す 

　（
納
付
通
知
書
の
様
式
を
コ
ン
ビ

　
ニ
対
応
に
変
更
し
ま
し
た
。） 

※
今
ま
で
ど
お
り
、
金
融
機
関
や
県

　
税
事
務
所
窓
口
で
も
納
付
で
き
ま

　
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先   

　
萩
県
税
事
務
所 

　
萩
市
江
向
河
添
沖
田
５
３
１
―
１ 

　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
９
８
７
３ 

  

     

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
阿
武
町
に

は
阿
武
町
長
の
推
薦
に
よ
り
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
３
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の
ご

相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

特
設
人
権
相
談
所 

▼
日
時
及
び
場
所
　
６
月
１
日（
火
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

　
町
民
セ
ン
タ
ー  

▼
相
談
内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る

　
様
々
な
人
権
問
題 

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
４
７
８ 

  

　
銃
砲
刀
剣
類
は
、
原
則
と
し
て
所

持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
特

に
美
術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し

て
価
値
が
あ
る
火
縄
式
銃
砲
等
の
古

式
銃
砲
及
び
刀
剣
類
は
、
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会
で
審
査
を
受
け
て
、

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交
付
を

受
け
れ
ば
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
審
査
会
日
程 

　
第
２
回
　
８
月
２
日
（
月
） 

　
第
３
回
　
１１
月
１
日
（
月
）  

　
第
４
回
　
平
成
２３
年
２
月
７
日（
月
）  

▼
審
査
会
場
　
山
口
県
庁 

▼
開
催
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３

　
時
（
た
だ
し
、
正
午
〜
午
後
１
時

　
ま
で
休
憩
） 

▼
手
数
料   

　
登
録
申
請
　
　
１
件
６
３
０
０
円 

　
再
交
付
申
請
　
１
件
３
５
０
０
円 

　
制
作
承
認
申
請
１
件
　
８
０
０
円 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
山
口
県
・
社
会
教
育
文
化
財
保 

　
護
班
銃
砲
刀
剣
類
登
録
事
務
担
当  

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
４
６
６
６ 

　
FAX
０
８
３
―
９
３
３
―
４
６
６
９ 

 

納
　
　
税

お
知
ら
せ



集団検診（奈古）（～23日）8:00【町民センター】 
宇田郷寿齢大学（交通安全教室）9:30【ふれあいセンター】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】 
保育参観・奉仕作業　8:30【みどり保育園福賀分園】 
スポーツ遊び隊　9:00【奈古小グラウンド・体育センター】 
北浦あぶ「粋な漁師の新鮮活魚市」15:00【奈古漁港】 
福賀地区親睦球技大会　8:30【福賀小グラウンド外】 
食の連携会議　14:00【役場小会議室】 
福賀地区ストレッチ楽集会　9:30【のうそんセンター】 
阿武町地球温暖化対策地域協議会　16:00【第１会議室】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
無角公社総会　13:30【第1会議室】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
ひよこクラブ　10:00【みどり保育園本園】 
阿武町農業委員会総会　15:00【第1会議室】 
ＴＡＯワークショップ　18:00【町民センター】 
集団検診（福賀）（～29日）8:00【のうそんセンター】 
TAO LIVE in 阿武町（昼：学校公演）19:00【町民センター】 
鳴き砂復活隊・清ヶ浜清掃ボランティア　9:00【清ヶ浜】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
健康相談（福賀）9:30【のうそんセンター】 
宇田郷地区職域グラウンドゴルフ大会　18:00【宇田ふれあいグラウンド】 
ABU３ソフトボール大会　18:45【町民グラウンド】 
道の駅まつり　9:00【道の駅】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
すくすく相談（乳児相談）10:00【母子健康センター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
食生活改善推進協議会　9:00【町民センター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
福賀地区ストレッチ楽集会　9:30【のうそんセンター】 
ABU３ソフトボール大会　19:00【町民グラウンド】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
奈古地区公民館事業担当者会議　19:30【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】 
フレンドシップ阿武バドミントン大会　8:00【体育センター】 
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阿武町の人口と世帯数 （４月末） 

※世帯については、外国人世帯をカウントしています。 
　（　）内数字は対前月比 

地区別 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,489（－ 3） 

　738（ 0 ） 

　706（ 2 ） 

3,933（－ 1） 

 

世帯数 

1,072（ 4 ） 

　324（ 2 ） 

　326（ 4 ） 

1,722（ 10 ） 

移動内訳 

転入　24 

転出　20 

出生　 0 

死亡　 5

４月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

113 
（98） 
1 
（3） 

16 
（17） 
0 
（0） 

1 
（0） 
0 
（0） 

0 
（0） 

16 
（16） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

メ
ー
ル
で
繋
が
る
時
代
に
な
っ
て
も
　
言
い
た
い
事
は
直
接
送
信 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］

豚こま400g、白ごま大さじ２、小麦粉小

さじ２、青じそ12枚、ゴマ油小さじ２、

調味料〔味噌大さじ2、酒小さじ2、醤油小

さじ2、砂糖小さじ2、おろしにんにく１

片、おろし生姜１片〕

［作り方］

①ビニール袋に調味料を入れ混ぜて、豚

こまも加えて混ぜ込む。30分おく。

②①に白ごま・小麦粉を加えて混ぜ、６

等分して小判型に成型し、青しそを貼

り付ける。

③フライパンにゴマ油をひき、②を両面

こんがりと焼き、フタして弱火で３分

焼いて出来上がりです。

④海苔で巻いても美味しいですよ。

☆豚こまで節約☆

豚肉の丸め焼き（みそ味）

わ
たし
の食改料理若

い
方に
もおす
すめ簡単夕食メニュ

ー

寺東

末益小百合さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
５／２１～６／２０ 

5
月
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●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町 内 の 求 人 情 報  ５月１０日現在 

求人数 年　齢 賃　　　金 業　　種 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会　　社　　名 
1人 
1人 
1人 

59歳以下 
不問 
不問 

150,000円～200,000円 
時給720円 
時給750円 

養豚作業者 
惣菜製造販売員 
鮮魚調理販売員 

㈲鹿野ファーム　阿武農場 
サンマート奈古店 
サンマート奈古店 

5月分 



　山口県漁協奈古支店

松浦通孝さん

俳
　
句

農
の
事
置
い
て
花
見
の
宴
か
な 

春
昼
の
飯
事
団
子
転
が
り
ぬ 

囀
り
や
萩
往
還
の
空
に
あ
り 

芋
植
え
る
招
か
ざ
る
客
さ
わ
が
し
く 

山
の
ぼ
り
町
一
望
の
花
日
和 

不
器
用
な
母
の
十
八
番
の
柏
餅 

こ
の
村
に
一
人
の
入
学
花
八
分 

香
り
に
も
慣
れ
し
一
時
蓬
摘
む 

や
わ
ら
か
き
少
女
の
頬
や
若
葉
燃
ゆ 

ハ
イ
ポ
ー
ズ
桜
と
笑
顔
撮
ら
れ
け
り 

若
葉
光
吾
子
は
少
年
剣
士
な
り 

春
寒
し
帰
ら
ぬ
猫
の
名
を
呼
ん
で 

囀
り
や
白
壁
つ
づ
く
城
下
町 

身
の
丈
に
暮
ら
す
縁
側
囀
れ
る 

春
で
す
よ
風
が
戸
を
あ
け
宅
急
便 

新
し
き
家
族
加
わ
る
春
炬
燵 

左
耳
い
つ
も
騒
が
し
黄
砂
降
る 

余
寒
な
お
父
の
あ
ぐ
ら
に
す
っ
ぽ
り
と 

囀
り
に
覚
め
て
ひ
と
日
の
始
ま
り
ぬ 

囀
り
や
こ
け
し
の
瞳
み
な
つ
ぶ
ら 

廃
校
の
ま
昼
し
ず
か
に
散
る
桜 

わ
ら
び
手
に
遠
き
思
出
野
や
山
よ 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆問い合わせ先　あぶフォト　倶楽部事務局
　役場総務課　企画広報係　☎２―3111

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

４月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの カ サ ゴ

　今回は「カサゴ」です。

　北浦地方では「ボチ」または「ポテコ」と呼ば

れます。冬から春にかけてが旬ですが、一年を通

じて大変美味しい魚です。

　最近は徐々に漁獲量が減少していますが、近年

この海域にカサゴの稚魚を放流して資源の回復に

努めています。

　主に海底の岩場に生息し、建網や延縄で漁獲し

ます。大きさは普通20㎝位で、大きくなると40㎝

以上になります。

　身は白身でクセがなく、非常に上品な味で大型

のものは刺身に向いています。また煮付けや唐揚

げにも良いのですが、なんと言っても味噌汁にす

ると最高です。阿武町で獲れるカサゴは、鮮度も

抜群で値段も安いので是非お求めください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

テーマ「４月」　タイトル「星降るシリーズ（木
与）」　出羽直之（萩市）●コメント：清ヶ浜キャ
ンプ場から木与地区を臨みました。国道を走る車
のライトの明るいラインが眩しいです。空には春
の星座が軌跡を描いています。

テーマ「自由」　タイトル「夕映えに染まる」
関谷康治（山口市）●コメント：夕日に当たった
桜の花が綺麗な色を醸し出していました。春の訪
れにお地蔵様も気持ち良さそうでした。

ま
ま
　
ご
と
　
だ
ん
　
ご 

さ
え
ず 

よ
も
ぎ 

わ
か
　
ば
　
こ
う 

こ
　
た
つ 

ひ
と
み 


	表紙
	ふるさと彩生10ひだまりの里
	あぶクリエイション・阿武町地域活動支援センター
	町づくり懇談会
	町づくり懇談会
	下半期の財政事情
	下半期の財政事情
	農業委員会・町内の警察犬が活躍
	表彰・あかちゃんじまん
	まちの話題
	まちの話題
	公民館だより
	奈古高はいま・放課後子ども教室
	元気島通信
	TAO・真打ち競演公開録音
	年金たより・萩石見空港
	イカダ大会チーム募集・海外農業派遣研修生募集
	お知らせ・知って納得☆
	道の駅まつり・簡易水道・寄付
	おしらせ・休日当番医
	明日のページ・食改料理・求人
	あぶフォト倶楽部・旬・俳句

